





















































第一巻 　根本概念の一般的規定 　主題 　第一章 　共同社会の理論 　第二章 　利益社会の理論 　第二巻 　本質意志と選択意志 　
















打算へ。これはスペンサー “軍事型から産業型へ”といった社会進化の思想とよく似ている。第四の考察は 第三に関連したものであるが、社会哲学的であり、社会思想をふくむものであ 。第五の考察は、社会関係の根本的二類型を、その経験的現われを中心に、経済・法律・政治などの社 現象において考察し、その解明を進めようとしたも という。















緒論 　第一章 　行動の源泉 　第二章 　衝動と制御 　第三章 　合理的なることの意義 　第四章 　善 　第五章 　合理的善 　第六






he story of philosophy. 
T















































原著者および訳者の「序」 　Ａ 　旧網領の変更 　Ｂ 　社会主義への過渡網領（一）ブルヂョア革命 　（二）プロレタリア革命 　




いて、ドイツ社会民主党のエルフルトおよびゲョルリッツの二つの網領を対比し、その主要句節を批判し、 （Ｂ）部においては プロレタリア革命の本質と、その将来の網領をくわしく解明し、さらにロシア革命の実質を批判し、レーニンが自著『国家と革命』その他において かれに投げつけた非難と罵倒にたいして
反はん
駁ばく




























第一章 　倫理学と社会哲学 　第二章 　倫理学と社会哲学の主要問題 　第三章 　倫理学的及び社会哲学的思索としてのプラトウと

























英訳者序文 　訳者序 　ロシア社会民主労働中央委員会への手紙 　妥協に
就つ
いて 　××の一根本問題 　出版の自由に就いて 　×



























例言 　緒言 　第一章 　獨断主義と批評の自由 　第二章 　














訳者序 　第一篇 　問題の提起 　「資本論」の窮極の目的
　唯物史観の公式 　「資本論」骨組
	 ミハイロフスキー氏の曲歪 　（第二篇はすべて削除されたものか？） 　第三篇 　問題の提起 　大生産の家内的制



























































はしがき 　ロシア版、フランス版、ドイツ版の序文 　最新の資本主義 　第一章 　生産の集積と独占 　第二章 　銀行の新しき役
割 　第三章 　金融資本と金融寡頭支配 　第四章 　資本の輸出 　第五章 　資本家団体の世界分割 　第六章 　列強間の世界分割 　第七章 　資本主義の特殊の段階としての帝国主義 　第八章 　寄生生活と資本主義の
頽たいはい



















序記 　第一節 　国体思想の通念 　第二節 　本書の取扱ふ問


















































手をくわえ、増補改稿したものである（ 「序」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　政治社会状態 　第二章 　経済の発達 　





























福本和夫の『唯物史観のために』 （昭和３・４）は 先 刊行した小著『社会の構成＝並に変革の過程』 『唯物史観と中間派史観』に二つの小論
をくわえ、一書を くったものという（ 「序言」 ） 。しかも、収録したものはすべて、唯物史観の めに戦ひた 闘争の記録だという。
内容の概略は
―
第一篇 　一 　唯物史観 　二 　無産者運動の台頭と唯物史観の発生 　三 　唯物史観の構成過程 　四 　階級及び階級闘争論 　五 　


















訳序 　序言 　第一章 　如何にカウツキーはマルクスを平凡な自由主義者にしてしまったか 　第二章 　ブルジョア民主々義とプ








社会の本質………長谷川如是閑 　　社会学概論………加田哲二 　　仏蘭西社会学………赤坂静也 　　英米社会学………松本潤一郎 　　独墺社会
学………五十嵐信 　　社会心理学………綿貫哲雄 　社会意識………綿貫哲雄 　家族………戸田貞三 　　社会学者研究。
フランスの社会学を分担執筆した赤坂静也によると、この国の社会学は、観念論と機制論を同時にそなえ、デカルトの純理主義の特長をあらわ








第一章 　社会の本質 　第二章 　社会の段階 　第三章 　社会
























































究したもの る。従来の国体論は、政治や法律の見地から、あるいは道徳または倫理の見地から、あるいは宗教または信仰上の立場から 神秘的に説い が多かった。が、著者の取りくみ方は、日本の国体を史的事実や社会事業や心理現象として、社会科学的に考察したものであった。
内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　一体としての社会、社会としての国家 　第三章 　国体、政体及主権 　第四章 　社会、国家及国体 　第
五章 　日本の国体及国体論（上） （中） （下）
―
である。




























































会にまでさかのぼると、原始人の社会は “共同社会”であった。かれらは日々運命をともにして生きていた。いっしょに狩猟をし、共同の住居でくらし、共同の土地をもっていた。が、 “生産” （商品生産）の発達とともに共産社会は変化せざるをえなかった。
生産物を交換することから商業が発達し、やがてそこから私有財産制度が誕生した。その結果、私有財をもつ生産者と無産者の二つの階級が生





論述したものである（ 「序論」 ） 。
本書は五八○頁もある大著であり、二十二章からなる。内容の概略は
―
序論 　第一章 　現代社会の生活 　第二章 　世界改造の大勢 　第三章 　
世界秩序変化の原因 　第四章 　現今社会人の人生観 　第五章 　理想主義 マルキシズム 　第六章 文化生活と人格権 　第七章 社会の理想的形態
（16）1


































水平道の序 　第一篇 　水平運動の精神 　一 　水平運動とは 　二 　エタの先祖（賤民の由来） 　三 　徳川時代の
穢え
多た　四 　明治







































つかうが、政治思想史のすべてにわたるものでないという（ 「訳者後記」 ） 。
内容の概略は
―











ある。本書は現代文明人の先祖である未開人の家族につい 、科学的に研究したもの る。内容 概略は
―
第一章 　家族の起源の問題 　第二

















































とヘーゲルの相互関係を明らかにしようとしたものであるが、終結していないという（ 「跋文」 ） 。
民族学者の柳田国男（一八七五～一九六二）は、貴院書記官長をさいごに大正八年（一九一九）退官し、翌年朝日新聞社の客員、ついで論説委
員となるのだが、 『都市と農村』 （昭和４・３）は、朝日常識講座の第六巻にあたる。同書は、都市と対極の立場にある農村の問題について論じたものである。著者は 本書において「日本の都市が、もと農村の
従いとこ
兄弟
に由って、作られたことを力説した」とのべている（ 「自序」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　都市成長と農民 　第二章 　農村衰微の実相 　第三章 　文化の中央集権 　第四章 　町風田舎風 　第五章 　農村離村の歴

























第一章 　序論 　第二章 　社会主義と共産主義 　第三章 　共産主義の理論 　第四章 　共産主義の事実的崩壊 　第五章 　新経済政























































第一篇 　方法論 　第一章 　客観的興味の学より体験的必要の学へ 　第二章 　哲学としての倫理学より科学としての倫理学へ 　








　一 　世界社会の鳥瞰的観察 　二 　現時の
露ロ
西シ
亜ア　三 　労農露西亜の世界的赤化手段 　四 　赤露の社会真相 　五 　赤露の女 　









































































































こでも疲弊している、と あ ところでは“亡村”の状態を呈し、またあるところでは自暴自棄の状態に陥っ どこも経済的に ぐまれず、社会的にもみとめられていない。資産階級や知識階級は、都会に ご を求めるため 村は資本 人材が欠乏し、生気をみることがない
農村で殖えているものといえば、子どもだけである。農村の教育に努力してい
るのは、各府縣の農事試験所や農事講習所であるが、こんにち形骸 とど ているだけだという。そこで浮上したのは、農村の新教育と農村振興 めざす、 “全村学校”である。
内容の概略は
―
第一章 　序論 　第二章 　農村教育の目的 　第三章 　講演に就





















第一編 　緒論 　はしがき 　第
一章 　古史に
顕あら






	 氏姓発生時代 　第二編 　
部べ　第一章 　部の起源 　第二章 　部の種類 　第三章 　職業部 　第三編 　
















史』を補正したものという（ 「序」 ） 。
本書は、日本における 階級の発達変遷についてのべたものという。こんにち“社会史”というと、いっぱんに国家社会の歴史と解され、社会学者のなかには、社会史を社会全体の歴史として理解しているものも
いる。 “社会 ”について、学者は各人各様の定義をくだしているが、著者の考えでは、社会史とは、各時代における社会組織と社会意識の発達とその変遷を説くべきものなのである。社会組織の研究 、いきおい社会階級 研究にならざるをえないという。
内容の概略は
―
総説 　社会史とは何ぞや 　第一編 　上古 　第一章 　総説 　第二章 　氏姓階級 　第三章 　公民階級 　第四章 　部民階級 　第五章





わが国の社会生活全体にたいす 関係を歴史的に検討し、かつ解明する目的をもって執筆したものという（ 「序」 ） 。内容の概略は
―
緒論 　第一
節 　社会階級に就て 　第二節 　マルクシスト流社会階級論 吟味 　第三節 　吾等 出発点 帝国主義的資本支配 時代） 　第一章 　現代 　第一節
1（27）
社会学伝来考




第三章 　近世（封建的身分社会） 　第四章 　中世（武断的群雄割拠時代） 　第五章 　中古（荘園経済社会） 　第六章 　上古（不徹底模倣的郡縣制
度社会） 　第七章 　上古前期（氏族的長老支配の社会） 　第八章 　太古（神話伝説に表はれたる族長統制社会） 　結論
―
である。
“階級”とは、ふつう地位や身分などの等級（くらい）を意味する。またマルクスやエンゲルスにしたがえば、階級とは「社会的地位のさまざまの階級」 （ 『共産党宣言』第一章 　ブルジョアとプロレタリア）である。そしてマルクス流にいえば、 “階級”とは支配する者の集団と、支配される者の集団の概括的区別の名称でもある。支配する者とは…………（古代ギリシャやローマにおいては）貴族・騎士・自由民であり、 （中世においては）封建領主・家臣・ギルドの親方
である。 （近世においては）王侯貴族・僧侶・資本家・地主である。













のである。従来、原始キリスト教の本質に関する研究は、神学および宗教史の専門家によってあまりなされることはなかった。著者によると、無産者 階級闘争とのかかわりから、こ 種の問題に関心が芽ばえたらしい。著者は本書において、キリストそのひとについてなんらたしかなこがいえないこと、キリストに言及しなくても、キリスト教について説明しうること、原始キリスト教の共産主義について叙述し い
内容の概略は
―













緒論 　内篇 　不良少年の感化 　第一章から第三章まで、感化教育の
意義、価値、可能性 　第四章から第六章まで 　不良少年の生理及精神状態、道徳的意識
	 ㈠
	 ㈡ 　第七章 　感化教育の原理、第八章から第九章まで 　不良少年の特性に対する
































前篇 　一 　社会主義運動の胚胎時代 　二から四まで 　社会主義運動の発展時代、苦悩期、分裂期 　五 　共産ロシアの出現と其










































第一編 　神秘的秘密結社 　第一章 　上代の秘密結社 　第二編 　民主主義的秘密結社 　第三編 　民族主義的秘密結社 　第四編 　













義の勃興時に稿をおこし、ほぼ年代順にしたがって叙述したものという。著者によると、近世の社会思想は、プロレタリアとブルジョアとの階級闘争の実踐から じみ出たものであるといい、双方の思想の交錯、消長（盛んなことと衰え）をたどってゆくことにしたという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　資本主義社会の組織 　第二章 　資本主義経済学説 　第三章 　空想的社会主義 　第四章 　無政府主義・社会民主々義・




の社会組織は、約言すれば“資本主義社会組織”であるという。マルクスは十九世紀の中葉および後半のイギリスの社会組織や経済状態をくわしく分析することによって、資本主義社会 起源、その発達と崩壊の必然的理法を発見した。その研究 結晶が、 『資本論』三巻である。
人間社会は、生産手段の発達とともに歩んできた。原始社会においてひとは動物とおなじように自然のままに生きていた。が、やがて道具をつ


























第一 　解禁後に於ける大不景気襲来の意味 　第二 　緊縮政



















　一 　最初の文化 　二 　棍棒から石棒へ 　三 　鎗と剣 　四 　弓矢の発明 　五 　戦争ばかりしてゐたか 　以下、表題が六十まで








































一冊にまとめたものという（ 「例言」 ） 。日本の維新以後の教育が西洋追従であり、日本教育史の教授も、西洋教育史のそれにくらべて、いちじるしく軽視されてい という。
それがいま学界の興味をひくようになったのは、国民的自覚の勃興によるものらしい。内容の概略は
─
　第一章 　緒論 　第二章 　太古の教育








第二 　　上古（おおむかし、奈良朝まで）の教育 儒教やインドの仏教がつたわり、素朴かつ単純な教育がおこなわれた時代。第三 　　中古（平安朝）の教育… 中国やインドの思想と日本の思想とが融和し、貴族教育がさかんになっ第四 　　中世（鎌倉から戦国時代）の教育 武士道がおこり、また平民 育が勃興した時代。第五 　　近世（徳川時代）の教育……… 古道、武士道、儒教思想、実学思想などが現出した時代。第六 　　最近世（明治以後）の教育… 王政復古により、国家による統制的な教育がおこなわれた 。西洋のあたらしい学問が移入さ
れ、その受容がおこなわれた時代。
従来、わが国の教育は、男性を対象におこなわれた感があり、近世における女子教育は振わ かった。いま徳川時代の女子教育を瞥見してみる





































































第一章 　国民史上に於ける教勅の意義 　第二章 　教勅に対する把握の変化 　第三章 　国体の精華と教育 　第四章 　家庭に於け






































この一揆の近因としては、 “ひでり” （三月から六月まで雨がふらず、苗も枯死した） 、遠因としては新政府による諸政策の乱発であった。農民
が福岡県当局に出した要求は、





















	 七から十までは、唯物史観に関するもの 　十一 　唯一史観から資本主義的社会の解剖へ 　十二 　驚くべき貧富の懸隔 　十三 　資






















エト版レーニン全集第二版第二十五巻（一九 八年）にもとづいて改訳したものである。レーニンが本書を執筆した は、一九二○年（大正九年）四月から五月にかけてであり、当時ロシアにおいてレーニンらは、ソビエト政権 維持確立 腐心してい 。
内容の概略は
─
第一章 　吾々は如何なる意味においてロシア革命の国際的意義を語ることが出来るか 　第二章 　ボリシェヴィキ成功の一主要





























民族問題（スターリン） 　世界史の断章 　セルビア＝ブルガリア勝利の社会的意義 　支那の革新 　後退的ヨーロッパと前進的アジア 　民族問題に対する評言 　民族自決権
─
である。























































緒言 　歴史の部 　第一部 　伝統（一八三○年～一八八










































自序 　緒論 　第一編 　
浮うかれびと
浪
篇 　第一章 　浮浪の発生 　第二章 　浮浪の生活 　第三章 　武士発生の過渡時代と浮浪 　第二編 　浪






















第一編 　総説 　第一章 　社会主義に就て（上） 　第二章 　社会改良事業に就て（中） 　第三章 　平等か不平等か（下） 　第二編
　英国の部 　第一章 　英国の基督教的傾向 　第二章 　基督教社会主義の台頭 　第三章 　彼等の
為な
した運動の二三 　第四章 　労働者大学 　第五章 　
フレデリック・マウリス 　第三編 　英国の部 　第四編 　日本 部 　第一章 　奴隷廃止 　第二章 　東京市養育院 　第三章 　赤十字事業 　第四章 　免囚事業 　第五章 　日曜学校 　第五編 　参照 　第一章 　マルクスの主張（上） 　第二章 　マルクスの主張（下）
─
である。











学生運動と極左団体 　二 　学生運動の心臓読書会 　三 　学生運動と消費組合 　四 　日本大学盟休事件 　五 　早稲田大学盟休事











し、一君万民主義の観点にたつ、日本主義無産運動の客観的理論を建設しようとしたものという（ 「序に代へて」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　資本主義への挽歌 　一 　悲しむべき懐疑 ××の前奏曲 　三 　資本家よ進化の力を
阻はば
み得るや 　四 　ソヴエー
















































































非世間篇 　仏教の大意 　一 　序説 　二 　二種の
諦てい　三 　世俗諦 　四 　第一義諦 　五 　
迷まよい
と
悟さとり　世間篇 　世間改造論 　政治改造論 　はしがき 　
冗じょう
員いん























らかにしないが、中国国民党の理論家であるという（ 「訳者から」 ） 。
西暦前四世紀以前に、黄河・揚子江両河流の腹部のあいだ 平原で、封建制度がおこなわれていた。西暦前四百年以後、その封建的要素が分解
しはじめるが、自然経済はずっと維持され、西暦一五○○年にまでおよんだ。その後、貨幣経済がいちじるしく台頭し 揚子江の腹部とその南方において盛んになったという（ 「緒論」 ） 。
昭和初期の中国社会は、金融資本の支配をうけているが、二四○○年前の封建的要素がまだ存続している。当時の中国の社会構造について、つ
ぎのような見解を提出するものも るという。
一 　中国社会は、封建制度とみられる。なぜなら、この社会は、土地資本を基礎としているからである。二 　中国社会は、資本主義社会である。なぜ ら、この国には西暦前五世紀以前にすでに商業資本があるからである。三 　中国社会は、半封建社会である。もはや封建制度でもなく、資本主義社会でもないからである。
内容の概略は
─
訳者から 　著者序 　緒論 　第一章 　支那の地理と民族 　第二章 　支那の封建制度 　第三章 　封建制度の分解 　第四章 　集権国



































緒論 　一 　価値並に剰余価値の理論 　二 　平均利潤率並に生産価格の理論 　三 　矛盾の問題 　四 　マルクス学説体系に於ける




























































































憲法とはなにか。それは現代社会の典型としての国家を特徴づけている根本規範であるという。現代人が従わねばならぬの 、 “国家 統制”ばかりではない。もしひとが宗教的な雰囲気のなかにじぶんを見いだすと、宗教王国の統制をも










のち苦心惨たんし学校を出ると、 “腰弁” （安月給とり）となった。貧乏とは縁が切れず、ロシア 共産党からみれば、りっぱなコミュニストと
なる資格はじゅうぶんあるはずだった。かれは資本家や豪農を敵視し、資本主義に代わる公正なる主義をみつけようと、社会主義を研究してみた。いったい“社会主義”は、ほめたたえ に値するものなのか れは日 の国情に合うも か、否か。そ は有益なる主義かどうか。









（おどかす）手段 　第六章 　人力の大濫費 　第七章 　公平
及および
















第一章 　技術の発展 　第一節 　緒言 　第二節 　蒙昧時代即ちヤマト族移住時代 　第三節から第五節まで 　野蛮時代
─
土器時














緒論 　第一章 　哲学的精神 　二 哲学 概念 三章 哲学の方法 　第四章 　哲学と科学・芸術・宗教 五章 　哲学の













































































いた。結婚するさ も、親の考え、親の意向がつよく、 “強制的結婚”がいっぱん的 あった。いまとちがって、恋愛結婚はめずらしかった。
本書は、旧来 性道徳に代わるあたらしい道徳を樹立するため いかに世界の進歩的科学者や思想家が努力しているかを紹介したものである。内容の概略は
─
第一章 　結婚生活の新形態 　第二章 　米国家族制度の歴史 　第三章 　避妊結婚の動機 第四章 　産児制限問題 　第五章 　離婚






























土田杏村の『現代世相論』 （昭和７・６）は、現下の世相にたいする私見と衷情を告白したものという（ 「序」 ） 。著者はいう。朝、新聞をひらい
てみる。そのとき感じるものはなにか。それは世の中が安定している感じがしないという印象である。またたえず事件がおこっていることである。
おまけに世の中は、不景気である。暗くてうっとうしい大衆生活、左右両翼が対立する運動、社会その は混沌たる状態に陥っている。なか







第一章 　現今世相の特性 　第二章 　世界の三大ブロック 　第三章 　資本主義の反省 　第四章 　購売力をどうしてつくるか 　第






ブルジョア（一八五一～一九二五、フランスの政治家）らの 文を何篇か選択し、それらを反訳した である。“連帯責任”ということばは、本邦において未知のものではないが、それほどよく知られたことばではない。もともとこの語は、法律語であるという。数名の債務者が、それぞれ全体の責任を負うばあ 、債務者に負わせられた義務をいう。しかし、こ 語は数年来、ひとつのあたらし意味をもってきた。それは同胞にたいして守ら 一つの義務感をあら す その は、ある人びとに 社会がこれを命じる社会的義務の性質をよそおう。労働者においては、 “結合”もしく “組合”を意味すまた連帯責任は、個人がこうむるすべての損害に対して、救済の発見を社会に強い ものという。内容の概略は
─
ジツド連帯責任主義 　第一節 　連帯責任主義発達の諸原因 　第二節 　連帯責任主義の問題 　第三節 　連帯責任主義学説の実際


















神話と民族性 　第一節 　敬神 　第二節 　崇祖 　第三節 　純潔 　第四節 　現世主義
　第五節 　尚武と優美 　第二章 　民族精神の具体化 　第三章 　神勅 　第四章 　三種の神器 　第五章 　血統と道徳 　第六章 　歴朝の聖徳 　第七章 　





















第一編 　性の社会問題 　第二編 　犯罪と社会 　第三編 　社会福利の諸問題
─
である。












いう（ 「序」 ） 。
本書は文庫本といえども四百数十頁以上もある大著である。内容の概略は
─



















































訳者はしがき 　原著者序文 　第一編 　発明及び発達を通じての知の発達 　第一章 　種族的諸時代 　第二章 　生存上の諸技術 　



























































第一章 　社会民主主義の破綻 　第二章 　国民社会主義運動 　第三章 　国民社会主義の思想体系 　第四章 　ナチスの政治理論 　
































第一 　明治初期社会思想概観篇 　第二 　明治初期の思想家 　明治初期社会思想研究篇
─
である。
著者いわく。現代の日本社会思想を たるものは、明治維新にまでさかのぼらねばならない、と。 “明治維新”とは、いかな 意味をもつもの





























































訳者序 　著者序言 　第一章 　序論 　関係学と形像学 　第二章 　諸社会的形像の体系 　第三章 　人間と社会的形像 　第四章 　群








































































緒言 　第一章 　俠客の概念 　第二章 　
俠客を中心とせる江戸時代 　　　
　社会概観 　第三章 　



















べきと主張した。東洋の一小島国である日本が、世界に卓越し、東亜 天地に覇を唱えるにいたったのは、 “大和魂”の発揮によるも と考えた。































第一章 　序論 　第二章 　東亜に於ける旧石器時代 　第三章 　日本人の人種的構成 　第四章 　日本石器時代の発展 　第五章 　日















農（農業をただす）対策が講じられるにいたった（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
序説 　第一 　非常時農村の全面的展望 　第二 　農村
匡きょう
救きゅう
（たすけ救う）の科学的目標 　本論 　第一章 　農村時局匡救問題概
106（6）
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観 　第二章 　農村経済の変動と為替関係概観 　第三章 　農村経済統制問題概観 　第四章 　農村統制関係重要立法批判 　第五章 　米穀・米価問題概観 　第六章 　米穀統制問題概観 　第七章 　日本
蚕さん
糸し

































































































われ、ふたたび運動をやる決心をした。八月末、家内のすきをみて、父の金庫から株券と小切手二万円相当を盗みだすと、八田の代理人 わたした。十月下旬、党資金局で資料調査 やっていたころ、大森駅ちかくの街頭で特高によって検挙され 。









本書について約言することは容易ではないが この本は一般論理学の道徳的、社会的科 諸部門への適用につ て べたものか。ミルの社会
科学方法論は、イデオロギーにおいて、個人主義を基調と 、科学的には自然科学にとどまらず、新興社会主義を彷彿させるものという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　緒言 　第二章 　自由と必然とについて 　第三章 　人性科学の存在もしくは可能 　第四章 　心意の法則について 　第五





















第一章 　緒論 　第二章 　建国由来と其の精神 　第三章 　政治団体と国家の
治ち
乱らん　第四章 　皇道王道及覇道 　第五章 　天皇親政


























































第一章 　問題の見とほし 　第二章 　人間または社会とは何か 　第三章 　社会法則の一般的規定 　第四章 　生産力の発生および
発展 　第五章 　原始社会の一般的構造（分業と協業） 　第六章 　原始共同社会における矛盾の発展 　第七章 　家族 発生および発展 　第八章 　エクソガミー（族外婚
─



















著者序文 　第一編 　朝鮮の原始社会の経済及び文化 　第二章 　原始共産体の解体過程 　第二編 　奴隷社会の開始と発展 　第三


























































































































第二章においては、弁証法的唯物論とはどのようなものか、そ 特徴を論じたという。第三章では、弁証法 唯物論の人間社会への適用と の、史的唯物論（唯物史観）について論述したという。
河合栄治郎の『社会思想家評伝』 （昭和
11・５）は、雑誌『経済往来』 （のちの『日本評論』 ）のために、昭和九年（一九三四）の暮より、ヨー
ロッパの著名な社会思想家について連載したものをまとめて一冊と たものである。経済学とはなにか。著者によると、経済学は単にある現象と他の現象と 因果関係を追求する一経験科学であるという。この因果関係からは、価値判断はけっして導びきだされない いう。
ところが、社会思想の領域では、経済学とはちがって、とくに現存の社会秩序を批判するとき、当然価値判断の性質を有する。いま日本におい

































緒論 　社会学的美学 　第一章 　芸術と職業 　一 　芸術に対する労働の直接的影響 　二 　芸術に於ける分業 　第二章 　芸術と社











































イデオロギー、ファシズムの社会観や国家観、およびこれと関連した諸思想体系について検討したものである。著者はファシズムの運動や組織といったものには関心はなかったようである。ファシズムは、 “時代の声”でもあった。が、著者は、 「自分のため、また日本のために、ファッシズムの科学的な検討の必要を痛感して」筆をとった、と語っている（ 「序言」 ） 。
内容の概略は
─


















時代 　鎌倉室町時代 　安土桃山時代 　江戸時代の


























第一次世界大戦が勃発し、世界改造の機運がうごきだすと、 “デモクラシー” （当時は、 “民本主義”と訳した）が台頭するようになったが、こ
の思想は、日本の国体と相いれない点があるばかりか、反国家的な危険思想であった。







『日本』 『帝国新報』 『愛国新聞』 『錦旗国民軍』 『皇道新聞』 『改造戦線』 『興国新聞』〔雑誌〕『急進』 『進撃』 『国維』 『日本社会主義』 『錦旗』 『日本精神』 『皇道』 『明倫 日本社会科学』 『
命みこと






































　一 　村の起りと旧家 　二 　村の功労者 　三 　村










前年刊行した『独逸大観』は、新興国家としてのドイツを系統的に紹介したが、今回は経済部門の記述に力をそそぎ、かつ新情勢の紹介につとめたという（ 「諸言」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　総論 　一 　独逸第三国家の建設 　二 　指導者国家 　三 　独逸新民族観 　第二章 　党
及および
国家 　第三章 　外交 　第四章























局に直面して 　一 　武士道に就て 　一 　銃後の文化戦線 　一 　文化は
戦たたかい

























































































訳者序 　第一部 　社会学 　第一章 　個人主義と全体主義 　第二章 　社会哲学の根本 　第三章 　自然主義的社会学と観念論的








界観を樹立することではなかった。そうではなくて、 “世界観哲学の建設”を究極の目 とし 書くことであった。一名それは“世界観の社会
（80）91
学”とでも名づけられるという。“世界観の社会学”とはなんのことか。その意味は、世界観を、それが形成されてきた現実の社会的存在との連関において把握せんとする研究のことらしい。そのために著者の関心をひいたものは、ドイツのいわゆる“知識社会学” （知識が社会との関係を超越して、内在的に考察してきたのに対して、社会と 関連を外来的に考察する）ないしは“文化社会学” （社会を文化として研究する）である。内容の概略は
―



































































著者は、日本民族 偉大性を推賞して まず、とくに国体と社会、神道などを客観的方法で分析し、明らかにしようとした が本書でもある。内容の概略は
―


















　第一 　中世の社会問題 　第二 　中世農民の反抗 　第三 　田地に
神しん
木ぼく
を立てること 　第四 　水の分配 　




































ア・ドイツの社会的諸過程について叙述したものである。本書は、イギリスにおいては、紡績機械という怪物が出現したこと より、産業界が変革され、民衆の生活にも一大変化が生じたこと、フランスにおいて とくに一七八九年の大革命を、ロシアにおいては一八九九年 農奴解放を、
88（8）
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ドイツにおいては一八四五年の三月革命を、アメリカにおいては独立戦争と奴隷解放を対象として、封建社会より近代資本主義社会への移行の特質をながめたものである（ 「序」 ） 。
内容の概略は
―












































の解答の手引を著わしたものだという。したがって、本書は現代フランスの哲学者 その思想を 教科書風に羅列したものではないのであ 。
内容の概略は
―











地や占領地において、軍隊が正貨に代わっ 使う紙幣である。近代戦において、軍票は重要な役割をはたしているが、それにたい 理解はうすいという。なぜなら、百年前 “
掠りゃく
奪だつ























































解題篇 　第一章 　緒言 　第二章 　略伝 　第三章 　著書 　第四章 　介石の思







































　第一部 　外交の部 　第二部 　陸軍の部 　一 　大東亜戦争勃発 　二 　香港攻略 　三 　マニラ入城 　四 　マレー作戦 　五 　シンガポール攻略 　六 　

















































































を反訳したものである。本書の母胎になったものは、一八九七年十月「社会科学自由学園」でおこなった連続講義であるという（ 「序文」 ） 。
内容の概略は
―












はしがき 　第一章 　「世帯共同体」の理論 　第二章 大化前の共同体 　第三章 　郷戸的家族制の成立 　第四章 　古代の家族構










eçons de Sociologie sur l ’E
volution des valeurs,	1922	 を反訳したものである。
価値の世界はいかにして構成され、いかにして進化するか。それを構成する諸要素は、いかにして分離し、組みあわさっているか。これらの問題に有益なる教示をあたえるのが社会学である。“価値”とは、ふつうねうち、大切さの意である。それはわれわれの要求をみたすものである。が、第一次世界大戦後、戦場からの帰還者のなかから、さまざまの価値の妥当性、有用性などについて、再審査する必要をもとめる声がおこったという。かれらは、ある事物、あるひとびと、存在や行動の仕方、考え方にたいして 再検討することを欲したのであ 。いわゆる価値哲学の発生がこれである。本書は十四章から成る。内容の概略は
―
　一 　訳者序 　一 　原著者序言 　第一章 　価値の世界 　第二章 　価値と実在 　第三章 　価値と教育 　








　序 　一 　日本総力戦の哲学 　二 　日本史上より観










　一 　序 　二 　大東亜建設の根本精神と
その実践 　三 　宗教の本質とその使命 　四 　大東亜建設と宗教 　五 　結び
―
である。

















さらに著者のねらいは、わが国の主婦の視野をひろげ、国策の意味を知らしめ、 れ 家庭経済を営まし ることであった。内容の概
略は
―
第一章 　家庭経済の重要性 　第二章 　消費経済機構 　第三章 　価格統制と消費規正 　第四章 　家庭消費の合理化 　第五章 　消費者の組織
















































第一章 　「第二帝国」の社会構造と運営 　第二章 　「中間国家」の社会組織と運営 　第三章 　ナチスの国家像 　第四章 　ナチス



























ejicana; sus origenes, sus hom






















第一章 　幸福論の歴史 　第二章 　幸福とは何か 　第三章 　苦







あるのではなく、活動にあると。活動とは、有徳な たらきのことであり 完璧な徳行のうちに至純な幸福があ というのである。アリストテレスはまた、 “快”あるい “よろこび”を幸福のひとつに数えた。しかし“快”は生活の結果でなくては らず、けっしてそ 目的や動因であってはならぬ、としている。
幸福と裏表の関係にあるのは、 “不幸”である。人間は、衣食住に事欠いたり、健康がすぐれなかったり、家庭や人間的生活条件がみたされぬ
































序 　一 　思想戦序説 　二 　思想皇夷の別 　三 　徹底的勤皇思想家 　河上彦斉 　四 　哲学談疑 　五 　陰陽五行説と弁証法 　六 　











理解する手引をあたえようとするのがこの小著を執筆 た動機だ いう 内容の概略は
―
　第一章 　マルクス、エンゲルスの生涯と著作 　第二



















































































戦前、治安維持法によって送検された人数は、司法省の調査によると 五、六 一名である。送検されなか た逮捕者は、その数倍と考えら
れるから、十万名以上がつかまったことになる。













































すわり、黒田は銘仙の座ぶとんの上に、きちん ひざをそろえてすわっ 山本 、あなたはどこの組合かと聞くと、男はじつは組合などどこへも入っていません。ある団体に入 るだけだといった。ではどこの団体ですかと問うと、男 “七生義団”です、 答えた。
男はじつはこういうものを持って来たからといって、 「自決勧告書」 山本にわたした。山本はそれを受けとると、手で軽く会釈し、机の上に
ある硯箱のうえにのせた。
昭和 7 年（192） 月—山宣虐殺三周年記
念演説会のポスター。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕













































































女は神奈川県の特高警察により まっ裸にされ、 と足 ば れ吊し上げられ、腰のまわりにタバコの火を押しつけられ、恥毛を一本づつ、タバコの火で焼かれ、
膣ちつ
内を竹ベラでかき回された。このような破廉恥な拷問を連日おこなったのは、中村警部補らであった。

































まもなく、神奈川署において取調べをうけた。石崎は田端の家を空襲でうしなっていた。そのため特高は物的証拠がないので、 “手記”をかけと強要した。書くことは何もな 、というと、頭の中のすべて 告白し、全生活を記録 、 “赤”を清算しろ、といわれた。赤を撲滅するのが、おれたち特高の任務なのだ、と特高係はいった。
特高は、手記を書かない石崎に残虐な拷問をつづけ こんど来るときは、唐辛子を鼻の穴に入れてやる、といって脅迫した。幸い敗戦 より、









妻などが、共産主義運動をした嫌疑で逮捕されたほか、世界経済調査会職員、満鉄東京支社員なども検挙された。同十九年（一九四四） 、神奈川県警察部は、 『中央公論』 『改造』 『日本評論』 『大陸』などの編集者を数十名、治安維持法違反被疑者とし 検挙した。被疑者（五十名以上）たちは、神奈川警察署 保土ヶ谷警察署、山手警察署、横浜臨港警察署 において、棍棒・竹刀・麻縄・剣帯革・靴・手錠・火箸などで乱打されり、靴のまま踏んだり、けったりされたり、吊り上げられたりして十三名が失神し、拷問により四名が死亡し、傷害 受け ものは三十三名に上った。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 　　大東亜各国は、緊密に提携し、その経済発展をはかり、大東亜の繁栄を増進する。一 　　大東亜各国は、多くの 々と交誼を
篤あつ
くし、人種的差別をなくし、文化交流をさかんにし、進んで資源を開放し、世界の進運に貢献する。














































びに近隣の国々のひとびとに多大の惨苦をあ え、あげくの果てに他国の軍隊によっ 占領され といった憂き目をみた。
ところでどうして日本は敗けたのであろうか。敗因はい いろある。第一に、日本は同盟国ドイツの勝利を前提とし、勝利の予想のもとに主要な作戦を立てたが、スターリングラードの敗退




































































答 　　撤廃は考慮していないが、修正を加える必要はあ と考え、すで 具体的に考慮している。しか 、法律の改廃は議会の権限に属するが、ただ
緊急勅令という方法も 。
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